
令和元年度 第１０回高田区地域協議会 

次 第 
 

日時：令和元年１２月１６日（月） 

午後６時３０分～ 

会場：高田公園オーレンプラザ 会議室 

 

１ 開会 

 

 

 

２ 議題等の確認 

 

 

 

３ 議題 

（１）高田公園基本計画の概要について 

 

 

 

（２）令和２年度地域活動支援事業 募集要項及び審査・採択のルールについて 

 

 

 

（３）令和２年度以降における地域協議会だよりの配布方法について 

 

 

 

（４）地域協議会活動報告会の日程等について 

 

 

 

 ４ 事務連絡 

 

 

 

 ５ 閉会 

 

 

■今後の予定 

１月２０日（月）地域協議会（高田公園オーレンプラザ） 

２月１７日（月）地域協議会（高田公園オーレンプラザ） 









 

 

令和２年度高田区地域活動支援事業の審査・採択等のルールに関する意見について 

（１）募集にあたっての変更・改善点、（３）その他 ・・・ 意見なし 

（２）審査・採択にあたっての変更・改善点 

委員名 項目 変更・改善すべき点と理由 修正案 

北川委員 

Ⓐ 

審査基準の統一につい

て 

事業提案書の記載内容に、審査項目（①公益性、②必要性…など）

に関する視点が入っていないため、委員の審査基準の統一が図ら

れていない。審査の効率が悪いため、改善が必要と考える。 

事業提案書の様式※1変更は、市の

要綱改正が必要になることから、

金谷区が行っているように「自己

評価票」※2を提案者に作成しても

らいそれに沿って審査する。 

飯塚委員 

Ⓑ 

協議会委員の採点につ

いて 

委員が関係している支援事業の審査、採点は高得点が記入される

可能性がある。 

関係する委員は採点しない。 

澁市委員 

Ⓑ 

審査にあたっての基本

的なルール 

 

「(1) 提案事業の審査を行う委員」の②で、「委員は、全ての提

案事業について審査を行う。」と規定し、注意書きで「※委員が所

属する団体等が提案した事業であっても審査を辞退しない。」と規

定している。 

 この規定は、委員が、自らの良心に従って、関係がある団体の

提案事業等の審査を辞退する権利を否定するものと解される。 

したがって、これは、憲法 19条が保障する良心の自由に反する

ものです。この憲法の規定に従えば、委員は、自らの良心に反し

て提案事業等の審査を行なう義務は必ずしも無いと考える。 

この注意書きの部分を「※委員が

所属する団体等が提案した事業で

ある場合は、その事業の審査を辞

退することができる。」とすべきと

考える。 

松矢委員 

ⒸⒹ 

 

1審査の基本的なルール 

⑷継続事業の補助希望

額の算出 

②「継続事業」と判断さ

れた事業の減額する額 

継続事業として判断された回数となっているが、いつの時点を基

準にするのか明確でない。 

平成 30 年度を起点にして回数を

カウントする。 

継続とは連続していなくてよい。

あくまで採択された回数で考え

る。 

                               ① 

資料№２ 







第１号様式（第７条、第１２条関係） 

年  月  日 

上越市地域活動支援事業提案書 

（宛先）上越市長 

事 業 の 名 称 事業 

団体等の名称  
団 体 等 の 

所 在 地 
 

代 表 者 氏 名  

電 話 番 号 ―    ― ＦＡＸ番号 ―   ― 

担 当 者 

氏名  電 話 番 号 ―   ― 

住所  ＦＡＸ番号 ―   ― 

備考 担当者の欄は、団体等の所在地、電話番号等と異なる連絡先に連絡を受ける必要が

ある場合に記入してください。 
 

１ 団体等の概要 

団体等の設立目的  

活 動 分 野 
※該当する活動の全
ての□に、レ点を
記載してくださ
い。 

□ 地域自治を担う人材の育成又は確保を図る活動 

□ 住民間で支え合って日常生活に関する課題の解決を図る活動 

□ 保健、医療又は福祉の増進を図る活動 

□ 社会教育の推進を図る活動 

□ まちづくりの推進を図る活動 

□ 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 

□ 環境の保全を図る活動 

□ 地域の安全を図る活動 

□ 人権の擁護を図る活動 

□ 子どもの健全育成を図る活動 

□ 情報化社会の発展を図る活動 

□ 経済活動の活性化を図る活動 

□ その他（                      ） 

設 立 年 月 年  月設立 

構 成 員 数 人（     年  月  日現在） 

直近の会計収支決算 

・収 入 額            千円 

・支 出 額            千円 

・収支差額            千円 

（期間：  年  月  日 ～     年  月  日） 

団 体 等 の 沿 革  

 

事業提案書の様式 ※1  

 

④ 

 

 



２ 事業の概要 

⑴ 事業の対象自治区、事業主体及び概算事業費 

事業の対象地域自治区名 区 

事 業 主 体  

事 業 費 等 事業費      千円（補助金希望額    千円） 

備考 複数の地域自治区にわたる事業の提案をするときには「事業の対象地域自治区名」

の欄に提案を行う地域自治区名を全て記入してください。 

⑵ 事業の目的及び期待する効果 

 

⑶ 採択の方針等との整合 

 

⑷ 事業の内容及び実施方法 

 

⑤ 

 

 



 

 

 ⑸ 事業の実施期間及び実施スケジュール 

事業の実施期間 年  月 ～    年  月 

事 業 の 実 施 

ス ケ ジュ ール 
 

 ⑹ 次年度以降の活動の見通し 

 

 

 

 

 

⑺ 事前協議 

事 前 協 議 の 必 要 性 □ 必要あり     □ 必要なし 

事 前 協 議 先  

備考 

１ 市有地及び市の施設を利用する事業を提案するときは、事業を行う区域の市の総合

事務所又はまちづくりセンターと事前に相談を行ってください。 

２ 自己所有以外の土地を利用する事業を提案するときは、土地所有者等と事前の相談

を行ってください。 

⑥ 

 

 



⑻ 事業の収支計画等 

  ア 収入の部                          （単位：円） 

費  目 金  額 説  明 

地域活動支援事業

費補助金 
  

   

   

合  計   

  イ 支出の部                          （単位：円） 

費  目 金  額 説  明 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

合  計   

  備考 次に掲げる書類を添付してください。 

   ⑴ 規約、会則又は定款の写し 

   ⑵ 提案を行う事業に係る見積書の写し 

⑶ 位置図その他の工事図面（提案を行う事業に工事が含まれる場合に限る。）の 

写し 

 

（上越市暴力団の排除の推進に関する条例に基づく暴力団の排除のための誓約）  

⑴ 暴力団の活動において地域活動支援事業として採択を受けるものではありません。 

⑵ 地域活動支援事業としての採択により暴力団に対し利益を供与することはありません。 

⑶ ⑴又は⑵に反する場合は、この提案を不採択とされ、採択の決定を取り消され、又は

交付を受けた補助金を返還することを承諾します。 

□ 上記について誓約します。（□にレ点を記入してください。） 

⑦ 

 

 



 

 

地域活動支援事業 自己評価票 
 

１．提案する事業及び団体等の名称 

事 業 名  

提 案 者 
（名 称） 

（代表者） 

 

２．提案する事業のポイント 

提案事業の活動内容が、各審査項目の「審査の視点」にどのように適合するかを簡潔に記入してください。 

審査項目 審査の視点 記入欄 

①公益性 

・提案事業の成果が広く地域に還
元されるものか 

・補助金を充てて購入した物品や
修繕した施設等が、長く地域で活
用される見込みがあるか 

・全市的な方向性と合致している
か 

・提案者以外の市民や事業者、団体
等に不利益を与えるものではな
いか 

 

②必要性 

・地域の課題解決や活力向上に効
果が見込まれる取組であるか 

・地域の実情や住民要望に対応し
たものか 

・緊急性の高い提案事業であるか。 

・ほかの方法で代替できないもの
であるか 

・補助金を充てる経費が、提案事業
を実施する上で不可欠なもので
あり、その規模も必要な限度とな
っているか 

 

③実現性 

・目標（達成すべきこと）や事業内
容が明確なものか 

・関係者との合意形成や組織内部
での実施態勢が整っているか 

・資金調達の規模や時期に無理は
ないか 

 

④参加性 
・提案事業の実施に当たり、提案者
に限らず多くの住民等の参加が
期待できるものか 

 

⑤発展性 

・新しい発想が感じられる取組や、
先進的な取組であるか 

・事業の終了後における自立性や
発展性は期待できるか 

・提案団体に、信頼性や将来性はあ
るか 

 

 

「自己評価票（金谷区様式）」※2 

票※2 （金谷区様式） 

⑧ 

 



 

  

 

平成 31年度 地域活動支援事業 高田区 

審査・採択の基本的なルールについて 
 

１．審査の基本的なルール 

（1）提案事業の審査を行う委員 

①審査を行う委員は、会長・副会長を含む全地域協議会委員とする。 

②委員は、全ての提案事業について審査を行う。 

  ※基本審査で「適合しない」とした委員は、当該事業の審査項目の採点を行わない。 

※委員が所属する団体等が提案した事業であっても審査を辞退しない。 

（2）委員による提案内容の確認 

①事務局は事業募集終了後、「申請概要一覧」を作成し、申請者による「事業提案書」、「審査・採点シー

ト」、「提案事業に関する調査票」とともに委員に送付する。 

②委員は資料に基づき事業内容を確認し、疑問点等があれば期限内に質問した委員名を記載した「質問票」

等により事務局に連絡する。 

③事務局は委員の疑問点等を「質問票」等により確認し、必要に応じて質問の意図等を確認してから、提

案者に確認する必要があるものをとりまとめ、提案者に質問事項を送付する。 

④事務局は、提案者から回答を受けて、「提案事業に関する質問・回答」を作成し、委員に送付する。 

⑤委員は、「提案事業に関する質問・回答」を確認した上で、改めて質問する必要がある事項があれば、

期限内に事務局に「質問票」等により連絡し、事務局は、必要に応じて質問の意図等を確認してから、

提案者に再度質問事項を送付する。 

⑥事務局は、提案者から回答を受けて、再質問をした委員に確認をとりながら「提案事業に関する質問・

回答（修正版）」を作成する。 

（3）委員による審査・採点 

①事務局は「提案事業に関する質問・回答（修正版）」を委員に送付する。 

②委員は送付された資料（「申請概要一覧」、「事業提案書」、「提案事業に関する調査票」、「提案事業に関す

る質問・回答」、「審査・採点シート」）の内容を踏まえて、継続事業審査（「該当する・該当しない」の

別を記入する形式）、基本審査（「適合する・適合しない」の別を記入する形式）と採点を行う（基本審

査で「適合しない」とした事業を除く）。 

③「申請概要一覧」、「事業提案書」等の情報の取り扱いは、事業が採択されるまで十分注意する。 

④委員は、定められた期限内に提案事業を審査し、「審査・採点シート」を事務局に提出する。 

⑤委員による採点結果は、事務局への「審査・採点シート」の提出をもって確定し、提出後に疑義等が生

じても修正できない。 

【参考】高田区の採点方法 

・審査は、「審査・採点シート」に基づき、書類により行う。 

・継続事業の審査欄は、「□該当する」か「□該当しない」のいずれかに ☑ を記入する。 

・提案事業の事業内容に前年度と同一の内容がある場合は継続事業とする。 

・基本審査欄は、「□適合する」か「□適合しない（採点不要）」のいずれかに ☑ を記入する。 

・基本審査で「適合しない」とした委員は、当該事業の審査項目の採点を行わない。また、その理由を必ず記載する。 

・審査項目内の審査の視点ごとに、視点との適合度合いを五段階で評価する。 

・上記の適合度合いの評価を踏まえて、審査項目ごとに採点（1点から 5点の範囲）を行う。 

（4）継続事業の補助希望額の算出 

①事務局は、継続事業の審査結果を集計し、委員の過半数が「該当する」と判断した事業を、「継続事業」

として取り扱う。 

②「継続事業」と判断された事業は、補助希望額から以下の金額を減額する。なお、減額後の金額に 1,000

円未満の端数があるときは、当該端数を切り捨てる。 

               減額する額 ＝ 補助希望額×（継続事業として判断された回数×5％） 

 

 

（5）提案事業の得点の算出 

①事務局は、基本審査の結果を集計し、委員の過半数が「適合しない」と判断した事業があった場合、当

該事業の採点結果は集計せず、地域協議会における基本審査で「適合する」と判断された事業のみ得点

を集計する。 

②各提案事業の得点は、基本審査で「適合する」とした委員の合計点により算出する。 

（6）提案事業の順位の確定 

①優先採択事業とそれ以外の事業に区分し、それぞれ上記（4）で算出した得点の高い事業から順に並べる。 

②提案事業の順位は、得点に関わらず、優先採択事業をそれ以外の事業よりも上位とする。 

③この結果をもって、提案事業の順位を確定し、以後順位の変更は行わない。 

④事務局は、提案事業の順位確定後、委員に「提案事業順位表」を送付する。 

【参考】提案事業の順位の確定イメージ 

順位 提案事業（分野） 基本審査 優先採択 総得点 

1 事業Ａ（福祉） ○ ○ 400 

2 事業Ｂ（イベント） ○ ○ 350 

3 事業Ｄ（観光振興） ○ ○ 300 

4 事業Ｆ（文化） ○ ○ 250 

5 事業Ｅ（イベント） ○ × 300 

 事業Ｃ（施設整備） × － － 

 

２．採択の基本的なルール 

（1）採択事業の検討 

①提案事業の順位が確定した後、地域協議会を開催し、「高田区への配分予算額」である“予算ボーダーラ

イン”と、“点数ボーダーライン”を設ける。 

※“点数ボーダーライン”：審査項目の満点の半数（全委員×25点÷2） 

②採択事業は、“予算ボーダーライン”と“点数ボーダーライン”により、次のパターンＡならびにＢによ

り検討する。 

 

順位 パターンＡ パターンＢ 凡例 

1 ○ ○ 

予算ボーダーライン … 太単線 

点数ボーダーライン … 太二重線 

 

○ … 採択事業 

× … 不採択事業 

△ … 委員間の協議により採否を決定すべき事業 

2 ○ ○ 

3 ○ ○ 

4 ○ △ 

5 × △ 

6 × × 

7 × × 

 

③特に、点数ﾎﾞｰﾀﾞｰﾗｲﾝと予算ﾎﾞｰﾀﾞｰﾗｲﾝに挟まれた順位にある事業は、委員間で協議し、検討する。 

④提案事業は、審査・採点により確定した順位に基づき採択する。 

 

（2）補助額の検討 

①補助希望額（継続事業については、減額後の額）に対する補助率は 10/10 とする（ただし、募集要項で

は減額して補助する場合がある旨を謳う。） 

                     
裏面あり 

Ｃ 

Ｂ 

⑨ 

 



 

  

 

  

（3）採択事業と補助額の決定 

①地域協議会は、採択事業と補助額の検討結果を、事務局のまちづくりセンター長に報告する。 

②事務局は、速やかに採択事業と補助額の内容を市長に報告し、市長が決定する。 

③事務局は、採択事業と補助額の決定後、速やかに結果を公表する。 
 

 

 

 

 

＜参考＞ながれ（イメージ） 
書類の送付 

委員は、センターか

ら「申請概要一覧」、

「事業提案書」、「質

問票」「審査・採点

シート」、「提案事業

に関する調査票」の

送付を受ける。 

検討+質問票作成 

委員は、提案事業を

検討し、必要に応じ

て「質問票」を作成

し、センターへ送付

する。 

質問票の 

とりまとめ 

センターは、質問の

内容を整理してと

りまとめ、提案者に

回答を求め、その結

果を集約する。 

質問・回答の送付

と審査・採点 
委員は、センターか

らの質問・回答の送

付を受け、これも加

味しながら審査・採

点を実施する。 

審査・採点シート

の回収・集計 
センターは、審査・

採点シートの送付

を受け、それを集計

する。また、集計結

果である「提案事業

順位表」を委員宛に

送付する。 

協議会の開催 

（審査+採択） 

 

再質問 

再質問票作成 再とりまとめ 再送付、審査・採点 

⑩ 

 



                            

提案事業に関する調査票 

 

１．提案する事業及び団体等の名称 

事業名  

提案者 
（名 称） 

（代表者） 

 

２．前年度（平成３０年度）の採択事業との比較について 

  今年度の提案事業と前年度（平成３０年度）の採択事業を比較し記入してください。 

Ａ：前年度（平成３０年度）の採択事業と同一事業のため、「継続事業」である。 

Ｂ：前年度（平成３０年度）の採択事業と事業内容が全て異なるため、「新規事業」である。 

Ｃ：初めて提案した事業（前年度に不採択となった事業も含む）のため、「新規事業」で 

ある。                   ※いずれかに○をつけてください。 

※上記で「Ｂ」を選んだ場合、今年度の提案事業と前年度の採択事業との相違点をお書きくだ

さい。 

 

 

３．事業の将来見通しについて 

事業の将来の目標、資金計画（自立計画）、組織計画を記入してください。 

 

 

  ※スペースが足りない場合は、裏面に記載してください。 

 

Ｄ 

⑪ 

 



 

 

申請書類（事業）の継続判断について（大まかな判断基準） 

提案状況 ４年前 ３年前 ２年前 30年度 31年度 継続事業の判断 

30年度は申請なし。 

31年度初めて申請。 
申請なし 申請なし 申請なし 申請なし 申 請 

ｏ継続事業となる （   ） 

ｏ継続事業ではない（ 〇 ） 

30年度は採択。 

31年度も同様の内容を申請。 
申請なし 申請なし 申請なし 採 択 申 請 

ｏ継続事業となる （ 〇 ） 

ｏ継続事業ではない（   ） 

30年度は申請するが不採択。 

31年度も同様の内容を申請。 
申請なし 申請なし 申請なし 

申請するが

不採択 
申 請 

ｏ継続事業となる （   ） 

ｏ継続事業ではない（ 〇 ） 

30年度は申請するが不採択。 

以前に同様の内容で採択。 
申請なし 申請なし 採 択 

申請するが

不採択 
申 請 

ｏ継続事業となる （   ） 

ｏ継続事業ではない（ 〇 ） 

30年度は申請なし。 

隔年ごとに同様の内容で採択。 
採 択 申請なし 採 択 申請なし 申 請 

ｏ継続事業となる （   ） 

ｏ継続事業ではない（ 〇 ） 

30年度は申請なし。 

以前に同様の内容で採択。 
採 択 申請なし 申請なし 申請なし 申 請 

ｏ継続事業となる （   ） 

ｏ継続事業ではない（ 〇 ） 

平成 30年度第 11回高田区地域協議会 

（平成 31年 2月 7日開催）で決定した内容 

 

⑫ 

 


